
28年調査事項と24年調査事項との対比表（【02】～【09】調査票産業特性事項）

28年調査調査事項（案） 24年調査において対応する調査事項

【第１面】

この事業所に従事している人の男女の計、毎月末現在数（【04】製造業）
●従業者数を26年基礎調査に合わせ表頭と表側を入替えたことに伴う変更

－ 17 －



28年調査調査事項（案） 24年調査において対応する調査事項

【第１面】

８時間換算雇用者数（【05】卸・小売業）
●従業者数を26年基礎調査に合わせ表頭と表側を入替えたことに伴う変更

第２面（【04】製造業）
●工業統計調査に合わせ配置変更

－ 18 －



28年調査調査事項（案） 24年調査において対応する調査事項

【第２面】

年間商品仕入額（【05】卸・小売業）
●調査事項に新規追加

商品手持額（【05】卸・小売業）
●年初商品手持額と年末商品手持額に分割

－ 19 －



28年調査調査事項（案） 24年調査において対応する調査事項

（削除）

【第２面】

【第２面】

商品売上原価（【05】卸・小売業）
●調査事項から削除

店舗形態（【05】卸・小売業）
●選択肢に「コンビニエンスストア」を追加

「一般用医薬品（医師の処方箋を必要としないもの）」を販売していること。調剤薬局は、該当しません。

「金物」、「荒物」、「苗・種子」のいずれかを販売していること。

「野菜・果物」、「肉」、「魚」、「酒」、「菓子・パン」、「その他の飲食料品」のうち、３分類以上にわたる商品を販売して

いる商店、スーパー

飲食料品を中心に販売していること。

－ 20 －


